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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
７：２０　（１：００）
ここからは点検AIの開発の一例です。
橋には疲労・腐食・塩害など様々な損傷が発生します。
車の交通を支える、床の部分を床版と言いますが、
床版は、疲労損傷しやすいため、これまで対策がとられてきましたが、近年はコンクリート床版の土砂化という損傷が顕在化して問題となっています。
コンクリート床版の土砂化は、写真のとおり、床版がドロドロの土砂のようになる現象です。
土砂化の大きな問題は損傷の兆候が外観からわからないことです。下の写真にある通り、５年前には損傷の兆候が見えなかったものが、その５年後に陥没するなど、現状の橋の下からの点検では穴が開く直前まで発見できません。
そのため、床版内部の状態を点検できる非破壊検査技術が必要となります。それが紹介する点検AIです。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
７：４０　（０：２０）
コンクリート床版の土砂化は、映像のように、固いコンクリートが、ザクザクの土砂のようになります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はじめに、研究の背景です。
皆さんご承知の通りですが、道路橋の高齢化が進み、損傷が顕在化してきています。
図には建設から50年以上経過した橋の数の今後の推移を示していますが、
限られた予算の中でメンテナンスしていくためには、予防保全により橋をできるだけ長く使っていくことが重要です。
また、下の図は、生産年齢人口の今後の推移を示しています。
今後の国内の人口減少に伴い、メンテナンスの担い手不足が懸念され、このギャップをどう対処していくかは
今後の大きな課題と思います。
右図は、市町村における橋梁保全業務に携わる土木技術者数の割合です。
特に市町村では、現状でも技術者が不足しているわけですが、
今後、さらなる技術者不足の懸念の中で、橋の長寿命化に資する支援技術の開発が必要だと考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜：１９：５０＞　１４：５０
診断セットを作成すると
どの段階で止めなくてはいけないのか。
そのためには、どのような点検技術がひつようなのか、がわかります。
RC床版の土砂化は、この写真のように、５年前の点検では損傷の兆候がないのに、
陥没し遊離石灰が生じていることがわかります。
上下からの目視点検では予防保全は不可能なことがわかります。
そこで、早期検知技術の開発を進めています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
上からみた舗装の状態です。
蜘蛛の巣状のひびわれが生じています。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
舗装を剥いでRC床版の表面です。
このように舗装の打ち継ぎ目付近で土砂化していることがわかります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
スコップでとってみると、このような状態となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
長寿命化が可能となる３まで、できれば２の段階までに検知して、対策をとって進行を止めたいと考えます。

（参考）
輪荷重による土砂化の診断セット
１　舗装の施工目地、伸縮装置、地覆境界、舗装のひび割れ等からＲＣ床版の上面に水が浸入。
２　舗装下での滞水、表層コンクリートが湿潤状態となり、空隙に浸透水が充填される。
３　水の侵入が継続し、表層コンクリートの湿潤状態により、液体のため収縮できずモルタルを破砕し始める。
　この段階までは、外観情報からは判断ができないため区別ができない。長寿命化措置として、遮水と排水。例えば、床版防水工、スラブドレーンを実施。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
水分検知のために、電磁波レーダーを活用することを考えています。
交通規制することなく自然の交通流れに走行可能な車載式電磁波レーダーなどの活用を考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
電磁波レーダー計測結果と床版上面の平面写真となります。
電磁波レーダーの反射強度の違いが、浮きや断面欠損の箇所と、よくあっているように見えます。
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水分計測をした結果と照らし合わせても
同じような模様がみてとれます。
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電磁波レーダーの反射強度の特徴により、健全部、湿潤部、滞水部の分類が可能であることがわかりましたので、
これを自動的に分類できないか、機械学習モデルを活用して試算しました。
その結果、分類精度が高くなったランダムフォレストによる試算を示します。
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